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令和５年度第２回新居浜市障がい者自立支援協議会 会議録 

 

１ 日 時   令和５年９月２０日（水）１５：００～１６：４０ 

２ 場 所   新居浜市消防防災合同庁舎５階 災害対策室 

３ 出席者   委員 本多 知里   委員 菅原 学    委員 住友 裕美    

委員 明智 美香   委員 田那部 三枝  委員 山内 欣子    

委員 石川 剛    委員 重松 ほのか  委員 吉村 卓代    

委員 藤田 敏彦   委員 北中 律子   委員 山本 豪     

        委員 山本 晴美 

 

欠席者 委員 鴻上 大介   委員 竹本 幸司  委員 成松 順子      

委員 坂井 彩加   委員 鎌倉 荘一     

 

事務局 福祉部総括次長兼地域福祉課長 久枝 庄三 

地域福祉課主幹 村上 美香、副課長 神田 紀香 

 

４ 傍聴者   １名 

 

５ 協議題   （１）第７期障がい福祉計画及び第３期障がい児計画の策定について 

（２）その他 

  

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

 

ただいまから、令和５年度第２回新居浜市障がい者自立支援協議会を開催

いたします。会議に先立ちまして、地域福祉課長よりご挨拶申し上げます。 

 

〈地域福祉課長あいさつ〉 

 

本日の会議の出欠状況についてご報告をいたします。鴻上委員、竹本委員、

成松委員、坂井委員、鎌倉委員が欠席され、委員数１８名に対し、出席委員

１３名となり、自立支援協議会設置要綱第５条第２項の会議の成立要件であ

る過半数の出席を満たしておりますことをご報告いたします。                                   

それでは、早速、議事に移ります。議事の進行については、住友委員長に

お願いいたします。 

 

委員の皆様には大変お忙しい中、令和５年度第２回新居浜市障がい者自立

支援協議会にご出席をいただきまして、ありがとうございます。 

本日の議題は、お手元の会次第のとおり、 

１ 新居浜市第７期障がい福祉計画及び第３期障がい児福祉計画の策定に
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（議 長） 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（ぎょう

せい） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ぎょう

せい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて、２ その他 となっています。 

特に、計画策定については、実施したアンケート調査の報告、今後の予定

等についてご説明し、皆様にご意見をいただく予定としています。 

それでは、議題１ 新居浜市第７期障がい福祉計画及び第３期障がい児福祉

計画の策定について、事務局より説明をお願いします。 

 

協議題１についてですが、本日も計画策定支援業者のぎょうせいさんの家

久さんと木下さんにご参加いただいています。よろしくお願いいたします。 

まず、８月に実施したアンケート調査の報告をいただいて、計画の構成案

などのご説明をし、計画素案に盛り込む内容などについて、皆さんのご意見

をいただきたいと思っております。それでは、ぎょうせいさんから説明をよ

ろしくお願いいたします。 

 

皆さん、こんにちは。先日はどうもありがとうございました。関係団体の

報告書の方はどういたしましょう。私の方から説明いたしましょうか。 

 

失礼しました。お配りしている資料ですが、先日郵送しました「当事者ア

ンケートの報告書の速報」をみなさんお持ちでしょうか。グラフとかが入っ

ている報告書です。それと、今日お配りしている、アンケート調査結果レジ

ュメの白い紙の一枚ものと、目次構成案。それから、事業所さんや団体さん

へヒアリングシートの提出をお願いしましたので、その報告書といいますか、

現時点でまとまっているものを３種類お配りしております。こちらについて

は、内容もたくさんになっておりますので、事業所さんの具体的な内容など

を抜き出しておりますので、今日はこの説明はできないと思いますので、申

し訳ないですが、また見ておいていただけたらと思います。地域課題となる

ようなことがたくさん入った内容となっていますので。それでは、ぎょうせ

いさんから説明をお願いします。 

 

はい。今、ご説明がありましたように、事前にお配りしておりますアンケ

ート調査結果速報版のほかに、皆さんに関係いたします、相談支援事業所調

査報告書、サービス提供事業所調査報告書、関係団体調査報告書を調査シー

トに記入していただいたことを元に集計いたしております。非常にたくさん

いただきまして、特に、サービス事業所関連については、かなり数がありま

すので、特にこの中で自由回答に課題について書かれておりまして、細かい

内容が書かれています。これらをどうするかということになりますが、今後

素案が出てきますので、それに対して サービスの受給を整理する。ニーズ

に対して、どれだけのサービスが提供できるか。それらを実現するためにど

ういったことが必要であるかということを整理する計画書になります。そう
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（ぎょう

せい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いうことで、数字的に整理していきながら出していくということで、今、国

の方でも同じような仕様を求めて各自治体さんに要求をしているところだと

思います。そういった時に、どうやって実現していったらいいのかというこ

とになりますと、新居浜市独自の課題などを反映させながら、課題解決に向

けたベースとなる資料でございます。 

アンケート調査も同じでございます。結果を見ながらこれをどう活かして

いくかということになりますので、一応、報告書の方はお持ち帰りいただき

まして、お時間のある時に見ていただきまして、かなりの量がありますので

大変だと思いますが、ぜひお読みいただきますようお願いいたします。今日

はこの説明は時間がないので差し控えまして、メインはアンケート調査の概

要ということで、事前にお配りしております「障がい者アンケート調査報告

書（速報）」の障がい者調査結果と障がい児調査結果の２種類を１つの冊子

にしております。こちらを開いてください。それから、もう１枚、Ａ４裏表

のレジュメと書いてありますもの。これは、私の説明用資料でありますが、

みなさんにもお配りすることで、情報が共有できるだろうということで事務

局に了解いただきましてお配りしております。 

お開きいただいて、まず１ページの調査概要なのですが、障がい者調査は

発送数１，７７１に対し回収数７１３、回収率４０．３％。ちなみに前回は、

発送数１，８０５に対し回収数８１５、回収率４５．１％こういった調査は、％

ではなく、数でいきますので、そんなに差がなく、回収率も４割超えていま

すので、問題ないかと。障がい児調査は発送数２２９に対し回収数１０２、

回収率４４．５％。前回は、発送数１９５に対し回収数９９、回収率５０．

８％。障がい児は母数が決まっていますので、回収数が１００を超えていま

すので、それほど大きな差はないということで、話をすすめさせていただき

ます。 

それでは、２ページをお開きください。問２の回答者年齢ですが、２０歳

代、３０歳代、４０歳代、５０歳代、６０歳代の割合が前回より増え、７０

歳代以上の割合が前回５３，３％から３４．３％に減っています。回答者年

齢の５０歳代以上が前回７４．９％から今回６９．６％と、回答者の平均年

齢が下がってきており、前回より年代のバランスがいい回答となっています。 

次に７ページをお開きください。問１１、新設の問ですが、問１１－①「あ

なたは将来どのように暮らしたいと思いますか」、一緒に暮らしたい人の有

無を聞いていますが、「配偶者またはパートナーと一緒に暮らしたい」４１．

９％、「一人で暮らしたい」２０．３％。問１１－②「暮らしたい場所」は

「一般の住宅」が６９．６％で全体の 7割。 

次に、１２ページをお開きください。問２２「仕事をやめた理由」が、「障

がいなどの理由で仕事がない」前回２１．５％、今回３２．３％と大幅な増

加。「年齢のため（学生・高齢）」前回５８．％、今回３７．５％と大幅な
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減少です。 

次に、１３ページをお開きください。問２３「今後の希望就労形態」「一

般就労」前回１３．５％、今回２０．６％。５％以上の差は有意な差がある

と判断できます。 

次に、１４ページをお開きください。問２６「農福連携」は新設質問です。

質問は啓発の意味も含まれますので、この質問が取り入れられています。「認

知度」は合計１１．６％。「関心度」合計２２．２％。 

次に、１５ページをお開きください。問２８「外出頻度」です。「外出率」

合計前回６８．５％、今回７２．１％。有意差はありませんが、少し外出の

頻度が上がってきているようです。 

次に、２０ページをお開きください。問３９「障がい者差別の経験」。「な

い」が多いのですが、「経験あり」前回１８．４％、今回２９．９％、ぐん

と増加。 

次に、２１ページをお開きください。問４０「障がい者への理解」ですが、

「進んでいる」合計が前回４６．１％、今回４３．６％。少し下がっている。 

次に、２２ページをお開きください。問４１「成年後見制度」について、

今回新設の質問ですが、「知っている」合計５２．６％。問４３「利用意向」

は「利用意向」１４．３％。次回の調査で差を見ていきたいと思います。 

次に、２４ページをお開きください。問４６「福祉サービス利用」。６、7

割の方が回答していないのですが、ちょっと回答が難しかったのか。その中

で「居宅介護」の現在は、前回１０．２％、今回８．６％に下がっています。

今後は前回１４．５％、今回１４．７％で横並び。「生活介護」の現在は、

前回７．２％、今回１０．９％。今後は前回１０．２％、今回１０．１％。

「施設入所」の現在は前回６．０％、今回８．３％。今後は前回５．０％、

今回９．５％に上がっています。この結果をベースにサービスごとの流れを

整理したいと思います。 

問１１との関連で、ひとり暮らしをしたい人が多かったのですが、地域移

行支援との関連で言いますと、「地域移行支援」今後 前回０．６％。今回

５．６％と増えています。問２３との関連で、一般就労への希望と就労移行

支援の「就労移行支援」の今後が前回５．５％。今回６．６％。この結果と

サービスの組み合わせを考えながら今後の傾向を考える参考資料となりま

す。 

次に、２７ページをお開きください。問５２「福祉サービス利用のために

必要なこと」新設の質問。「情報提供」３４．６％、「分かりやすい申請・

手続き方法」２５．４％、「すぐに利用できる」２４．０％。他も２０％ぐ

らいですが、この３つが多い。 

次に、２８ページをお開きください。問５５「充実させるべきこと」５ポ

イント以上増加しているものが、「在宅サービス」「経済的支援」「障がい
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者の働く場」「身近な相談場所」「雇用の促進」等のニーズが高くなってい

ます。 

次に、２９ページをお開きください。問５６「情報源」は、「インターネ

ット」前回１２．３％、今回２３．８％と大幅増。回答者の年代が若くなっ

ていることも影響していると思われますが、特筆すべきことだと思います。 

次に障がい児についてのアンケート結果です。 

３４ページをお開きください。問８－２「障がいに気づいたきっかけ」の

質問では、特徴が「保育所・幼稚園に通い始めて」前回１７．４％、今回２

４．７％と大幅な増加となっています。 

次に、３５ページをお開きください。問１０「発育・発達障害の相談」に

ついて、「どこに相談したらいいかわからない」前回６．１％、今回１４．

７％で相談先に迷っている。「専門医療機関や訓練施設が遠くて利用しにく

い」前回１４．１％、今回２１．６％で目立って高くなっている。 

次に、３８ページをお開きください。問１５「児童発達支援、放課後等デ

イサービスで支援してほしいこと」の特徴的なのが「経済的支援」前回２９．

３％、今回５０．０％。 

次に、３９ページをお開きください。問１６「発達障害に気づいた時の情

報」は新設の質問です。「実際に何をすればよいのかがわかる情報」６１．

８％。「相談先」５７．８％「療育機関」５５．９％「専門医療機関」５１．

０％と、５割以上となっている項目が４つありますので、このあたりを望ん

でいるという印象です。問１７「困っていること・悩み」新設の質問です。

「将来のこと」６９．６％「就学・進学・教育」５７．８％この２つがダン

トツに多い。 

次に、４０ページをお開きください。問１８「相談先」新設の質問です。

「家族・親族」６７．６％「かかりつけや専門の病院」６３．７％と、この

あたりも特徴です。 

次に、４１ページをお開きください。問１９「ピアサポート活動への参加

意向」新設の質問。「参加してみたい」合計９．８％。「検討してみたい」

６５．７％。 

問２０「ペアレント・プログラム参加経験」問２１「参加意向」新設の質

問です。「参加あり」８．８％。「参加意向」は「ぜひ参加したい」１％、

「機会があれば参加したい」５９．８％、条件付きの参加希望も合わせ６０．

８％。 

次に、４３ページをお開きください。問２３「学校卒業後の支援」です。

「心身の健康管理」前回４４．４％、今回５８．８％。有意に増えています。 

説明が長くなりましたが、これらを参考に計画を作ってまいります。 
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（議 長） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

（ぎょう

せい） 

   

 

（議 長） 

次に、Ａ４横の資料の目次構成案です。 

３つ欄がありますが、左側が現行計画、真ん中が次期計画、つまり今やろ

うとしている本計画になります。右側が本計画における考え方で、国の情報

を入れております。真ん中の欄を見ていただいて、１ページの第１章から第

３章は前回と同じ構成です。２ページから４ページですが、今回は第７期障

がい福祉計画、令和８年度の目標値となります。項目がいくつか変更になっ

ておりますが、国の項目に沿って、内容を整理していくことになります。成

果目標と活動指針については、国の方で指針が出ておりまので整合性を図っ

ていくようにします。 

次に、５ページを見てください。真ん中の欄。次期計画の項目ですが、前

回と同じ内容で整理していきます。この中に第６期の実績評価も一緒に入っ

ていきます。そして、第７期の国の指針も入れながら整理していきます。そ

れから、すみません、資料の方、第３期障がい福祉計画は「障がい児」です。

「児」が抜けております。訂正をお願いします。第３期障がい児福祉計画で

すが、第２章令和８年度における支援提供体制ということで、国の方では障

害児支援の提供体制の整備等ということで、右の欄にある成果目標、活動指

標を指定されております。この辺を踏まえて、整理していきたいと思います。 

最後６ページ。真ん中の欄。資料のとおり、前回と同様ですが、国から出

ています基本指針を踏まえて、新たに定義し直していくというふうに御理解

ください。こういう目次構成で計画書を作成してまいります。以上です。 

 

ありがとうございました。ただいまアンケート結果について、前回の比較

をしながら、抜粋して説明していただきました。何かご意見ご質問等はあり

ませんか。 

 

１８ページ、問３５の「ほさにん」の漢字が違っている。「ほ」は「補（お

ぎなう）」ではなく「保（たもつ）」です。それから、問４１で「成年後見

制度」を「言葉も内容も知っている」が２６．５％もあり、本当に知ってい

るのか、どこまで知っているのか気になった。 

 

誤字については、申し訳ありません。訂正いたします。 

調査票では、制度の説明をした上で質問をしているので、問題はないと思

われます。 

 

他にありませんか。 
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（議 長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

１４ページの「農福連携」について、市として取り組む意思があるのか。 

以前、市のある事業に農福連携について提案したが、何も反応がなかった。

出した以上はこれらの施策を行う覚悟が必要であると思う。新居浜市の農業

施策と併せて検討していくことが必要。高松市は耕作放棄地を防ぐことも目

的として、農業従事者が障害者に技術を教える形をとっている。 

 

国が進めていることもあり、啓発の意味を含めて設問に追加した。現状で

は事業所として取り組んでいるところもあるが、市として取り組んでいくこ

とは未定である。 

あくまでも障害者施策において、障がい者の働き場所の確保という意味で

追加した。 

 

地域福祉課と農業担当課が連携して、取り組んでいくことが重要だと思う

ので、そこが課題じゃないですか。 

あと、１２ページの問２２。「障がいなどの理由で出来る仕事がない」に

ついて増加しているが、エールさんなどに関わることかと思うが、どのよう

な要因があるのか。 

 

地域福祉課と農業担当課の連携については課題であり、連携していくこと

は必要であると考えている。 

就職についての取り組みは、それぞれの事業所やハローワークさんなどで

も取り組んでいただいており、はたらく部会の就職フェア等を開催している

が、まだ不十分なのでこれからも連携を強めていかなければと思っている。 

 

今回の結果どおり、就業者数は増えていると感じている。働きたい、働い

てみたいという人が増えているが実際に支援してみると事業所をうまくマッ

チできない現実がある。サービス提供事業所調査結果にもその傾向がでてい

る。例えば、３枚目の「障がいのある方が一般終了するにあたって、充実し

てほしい取り組みは何ですか」のところ。障がい者の自身のニーズや調査結

果と事業所や支援者が抱えている問題や課題をリンクさせていかければ、こ

の数字だけでは読み取れないものもあるのでは。 

最初に、ぎょうせいさんのご説明にあったが、かなりたくさんの課題が抽

出されていて、どんなふうに整理して障がい者計画に反映させていくのか課

題解決に向けて取り組んでいくのかがこの協議会で最も重要なことではない

かと思う。それをどう考えていくか。 

その他、御意見やご質問がありましたら、お願いします。 

 

事業所への啓発が重要だが、事業所は効率を優先している。障がい者を雇
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（議 長） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

（事務局） 

 

 

（選挙管

理委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用することによる事業所のメリット。イメージや職場の空気などをアピール

もっと人事担当者などにしていくこともいいんじゃないかと思う。 

 

他にありませんか。 

 

３４ページの問８－①で「ご本人が何歳の時に初めて気になりましたか」

について、最近は出生前診断があるので、出生前は０歳に含まれているのか

なと思いました。次回は問８②の選択肢「医療機関の診察を受けて」に入れ

てしまうのか、はっきりと「出生前診断」の項目を記載するのか、次回は検

討していただきたい。 

 

それでは、議題２ その他について、事務局より説明をお願いします。 

 

議題２（１）投票支援カードについてですが、投票環境の向上の取組として、

本日お配りしております資料について、選挙管理委員会より説明いたします。 

 

（選挙管理委員会事務局 堀事務局長より挨拶） 

（選挙管理委員会事務局 藤井事務局次長より説明） 

選挙管理委員会の藤井です。本日は貴重な時間をいただき、選挙の際に導

入を予定しております、「投票支援カード」及び「コミュニケーションボー

ド」について説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

まず、導入の目的・経緯につきましては、選挙権は１８歳以上の国民が有

するもので、等しく行使されるべきものであり、投票が困難な状況にある選

挙人に対しては支援を行っていくことが重要であるとの認識の下、これまで

も重度障がい者の自宅から投票所への移動支援や投票所となる施設のバリア

フリー化等、投票環境向上に向けた取組を進めてきたところでございます。

また、全国的に投票支援カード及びコミュニケーションボードを選挙で活用

する自治体が増えており、総務省からも積極的な活用の呼びかけがあったこ

とに加え、市議会におきましても、投票環境向上策として投票支援カードに

関する質問があったことから、他市の動向等も参考にしたうえで、今回、検

討・準備を行ってきたところでございます。 

お手元の資料をご覧ください。先進地で既に導入されているものを参考に

作成しています。 

１つ目の投票支援カードにつきましては、主に対面で自分の意思を伝える

ことが困難な有権者が、投票所において対応して欲しい（お手伝いが必要な）

内容を自宅等で事前に記入し、投票所の職員に表示することで、必要な投票

手続の支援につなげていくというものでございます。表面の上段に希望する
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（選挙管

理委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

（委 員） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

（委 員） 

 

 

（選挙管

理委員会） 

 

（委 員） 

 

コミュニケーションの方法、中段以降に、希望するお手伝いの内容を記載し

ており、お手伝いが必要な方が、記載しているものの中からチェックを入れ

ていただくか指差しで表示いただくことで、その後の投票がスムーズに行え

るよう支援を行うものでございます。 

２つ目のコミュニケーションボードにつきましては、当日の投票所及び期

日前投票所に設置して、投票される方の指差しにより支援を必要とする手続

を確認し、投票支援カードと同様、その後の投票がスムーズに行えるように

するものでございます。こちらにつきましては、Ａ４用紙１枚で問と答がそ

れぞれ対になっているものと、１枚目は問だけを記入し、２枚目の同じ箇所

に問に対する答だけを記入したものの２パターンを準備いたしました。実際

使用する場合にどちらの方がよいか、また、質問・回答の項目等やボードの

大きさについて御意見等がございましたら、可能な限り反映してまいりたい

と考えておりますので、お寄せいただければと思います。 

配布・周知につきましては、内容が固まり次第、障がい者福祉関係施設・

事業所様への案内チラシの郵送、投票支援カードにつきましては、市内公共

施設への設置・市ホームページからダウンロードして印刷していただく方法

を採用したいと考えています。なお、予備として投票所にも設置予定です。

また、コミュニケーションボードは全ての投票所に設置予定です。 

以上で簡単ではございますが、投票支援カード及びコミュニケーションボ

ードについての説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

質問等ございませんか。 

 

取組についてはいいことだと思いますが、見づらい。コミュニケーション

ボードについては、問いと答えで十分だと思う。内容をカテゴリーで分ける

とか、構成を検討してはどうか。 

 

Ａ４サイズではなく、大きなボードで対象者以外にも見られるようにして

はどうか。 

 

投票所での介助は市の職員がされるのか。新たに人員を配置するというこ

とか。 

 

御意見ありがとうございます。市職員で介助いたしますが、新たに人員を

配置する予定はありません。 

 

複数人来た場合はどうするのか 
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（選挙管

理委員会） 

 

（議 長） 

  

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

 

複数の方が来られた場合、順番に対応させていただきますので、お待ちい

ただくようなことになります。 

 

他にございませんか。そうしましたら、議題２ その他（２）新居浜市自

立支援協議会のホームページについて、（３）理解促進研修・啓発事業につ

いて事務局よりお願いします。 

 

はい。（２）新居浜市障がい者自立支援協議会のホームページについてで

すが、自立支援協議会の事務局会において、はたらく部会より、部会のホー

ムページを作成したいとの要望がありましたので、お諮りしたいと思います。 

現在、市のホームページでは、「障がい福祉について」のメニューの中に

自立支援協議会のページがありますが、設置目的と議事録の掲載のみとなっ

ております。他市のホームページを参考に、部会の活動状況などを掲載して

いきたいと考えております。ホームページの作成は、掲載内容などを各部会

で原稿を作成いただきまして、市の方でホームページに掲載するという手順

となります。本会で了承をいただきましたら、事務局会の方で事務を進めて

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

次に、（３）理解促進研修・啓発事業についてですが、本日お配りしてお

ります、啓発チラシを御覧ください。令和５年度の理解促進研修として、「改

正障害者差別解消法について～愛媛大学の合理的配慮の提供から未来を考え

る～」と題し、愛媛大学アクセシビリティ支援室の太田琢磨氏を講師に迎え、

講演会を開催します。来年の令和６年４月１日から施行される改正障害者差

別解消法では、事業者による障害のある人への「合理的配慮の提供」が義務

になることから、合理的配慮について具体的なお話を伺える講演会になると

思います。このチラシは昨日原稿ができたところで、関係機関や一般の方へ

の配布は来週からになります。１１月１１日土曜日、１３時３０分からウイ

メンズプラザで定員１００名となっておりますので、来週からお早めにお申

し込みいただきますよう、お願いいたします。 

また、第１０回よいよＨＡＰＰＹな作品展も例年どおり開催いたします。 

今年は、１２月２日土曜日から１２月４日月曜日までの３日間、イオンモール

新居浜において開催する予定となっています。 

なお、講演会、作品展とも市政だより 11 月号に案内記事を掲載予定として

おります。以上です。 

 

ただいまその他について事務局から説明がありましが、内容について何かご

意見、ご質問はありませんか。 

それでは、自立支援協議会のホームページについてはこの協議会で承認とい

うことでよろしいでしょうか。はい。ありがとうございます。それでは、また
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（議 長） 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

（議 長） 

 

 

各部会の方でこのことについて周知もよろしくお願いします。 

ほかに、御意見、ご質問、連絡事項等はございませんか。 

  

重度障がい者・児のタクシー利用助成事業について、利用状況はいかがか。 

四国中央市では、タクシー利用助成とガソリンの補助をしている。タクシー

を利用せず、車で通院しているような人は、ガソリン代も高くなっていること

から、少しでも補助があれば助かる。新居浜市のお考えはどうか。 

２つ目。アセスメントについて、高等部卒業からＢ型への受け入れ先はある

のか。サスケアカデミー１か所で対応できているのか。また、アセスメントを

３年生の４月から実施できないのか。夏休みの間に順番待ちで出来ないと２学

期にしているらしいが、行事などのこともあり、早くしてほしいと保護者の方

から相談があった。保護者はかなり不安がっている。高等部の２年でアセスメ

ントをしてもらえれば、現在の子どもの能力が分かって、あと１年かけて努力

していきたい。そして、就労に結び付けたい、という気持ちがある。市役所と

特別支援学校と就労移行の事業所と３者で早くできる方法を見つけることが

できないのかが、親の願い。どうにかならないか。 

 

今、２点質問をいただきましたが、新居浜市のタクシー券については、すぐ

に回答の資料とかはお持ちでしょうか。 

 

タクシー利用券の数字的なものは持ち合わせておりませんが、四国中央市で

タクシー券とガソリンの助成していることは存じており、そういった要望も聞

いており、検討したこともありますが、新居浜市において実施するのは、費用

がすべて一般財源となり財源の確保が難しく要望も難しい状況ですので。財政

課と協議しますとも明言できないのですが、要望があったことは伝えます。 

アセスメントについては、事務の流れを再度確認します 

 

アセスメントの件は保護者からの要望プラス学校とも協議したうえで、そう

いう要望があったと理解してよろしいでしょうか。 

 

保護者の意見。市がスタートだから、市から学校へいくのでは。 

 

市がスタートでしょうか。学校の調整が先かもしれないので、事務担当者に

確認します。 

 

そうですね。学校の調整や相談事業所との調整、受け入れのキャパだったり

とか、スケジュールなど、関係者のすり合わせが必要ではないかと思います。 
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（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

（議 長） 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（ぎょう

せい） 

 

 

保護者の方のお気持ちもよく分かりますので、どういう形が望ましいのか、

支援学校とも相談して研究させてほしい。 

 

相談の立場で言うと、３年生になってからどうするか考えるより、２年生の

間で考えるように支援をしている。家族の意見が決まっていないこともあるの

で、学校と保護者でとのすり合わせも重要になってくる。学校がすべてしてく

れるわけではないので、保護者の方が動かれるなど様々なケースが見受けられ

る。 

 

危機感を持っている人は早めに、１年生から見学に行っている人もいる。 

以前は違ったが、今はアセスメントを受けないと前に進めないということな

ので。３者で協議してほしいと思う。 

 

アセスメントでＡ型、Ｂ型、生活介護と振り分けるわけではないのですが、 

明智委員はいかがですか。 

 

卒業後すぐに、福祉的な就労をしたいという希望の方に就労アセスメントを

行っていて、本人が一番適したところがどこなのかを探るツールというもの。

保護者のお考えもありますが、本人がどういう特性があるかというところで根

拠となるアセスメントになるかと思います。その時期を早めにしてほしいとい

うことですよね。 

 

そのあたりについて、相談支援部会やはたらく部会などで話あって、学校と

も調整が必要なのかなと。アセスメントをしている就労移行支援事業所が２か

所ありますので、そこでの調整、市の受付で調整をお願いします。 

その他何かありませんか。事務局からの連絡事項はございませんか 

 

次回の協議会の予定について、１１月２８日火曜日１５時からと考えており

ます。場所は決定しておりませんが、日程はここで決定してよろしいでしょう

か。それでは、１１月２８日で、ご出席いただきますよう、よろしくお願いし

ます。 

次回の計画について、会議での協議事項について、ぎょうせいさんから説明

をお願いします。 

 

アンケートなど、基礎資料がそろってきておりますので、サービスごとの受

給バランスの数字を整理するといったところや、計画書にまとめていく素案の

段階をお見せしたいと思っております。そこで、ご議論いただけるかと思いま

す。よろしくお願いします。 
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（議 長） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間にわたり、御協力いただきましてありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、本日の自立支援協議会を終了いたします。 

 

本日は、ありがとうございました。 

 

 


